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業績予想と実績値の差異ならびに特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 

平成 30年２月９日に公表いたしました平成 30年３月期通期連結業績予想と実績値に差異が生じましたので、下記のと

おりお知らせいたします。 

 

記 

 
1 .  平成30年３月期通期連結業績予想と実績値との差異について (平成29年４月１日～平成30年３月31日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり    

当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

95,801 

百万円 

9,707 

百万円 

9,332 

百万円 

5,595 

円 銭 

58.73 

今 回 実 績 （Ｂ） 95,910 10,537 10,267 8,411 88.29 

増 減 額  （Ｂ－Ａ） 109 830 935 2,816  

増 減 率  （ ％ ） 0.1 8.6 10.0 50.3  

（ご参考）前期実績 

（平成29年３月期） 87,776 6,681 5,858 2,735 28.71 

 

 
2. 連結業績予想と実績値との差異理由 

親会社株主に帰属する当期純利益が業績予想に比べ2,816百万円増加の8,411百万円となりました。これは、既存店

舗売上高の改善等により、経常利益が業績予想に比べ935百万円上回り、減損損失の発生が少なくなったこと等で特別

損失が業績予想時の見積もりに比べ627百万円抑えられたことや、直近の業績を鑑み繰越欠損金の回収可能性を見直し

たこと等により、法人税等合計が業績予想時の見積もりに比べ1,254百万円抑えられたことによるものであります。 

 

 
3. 特別損失について 

当社グループが所有する店舗設備について、減損の兆候が認められたことから「固定資産の減損に係る会計基準」に
基づき固定資産の回収可能性を検討した結果、減損損失717百万円を特別損失として計上いたしました。 

 
 
4. 特別損失が業績に与える影響 

上記に伴う業績への影響は平成30年２月９日に公表いたしました平成30年３月期第３四半期決算短信に記載の業績予

想に織り込み済みであります。 
 
 

 

以 上 


